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Ⅱ ホ ッ キ ガ イ の 増 殖 試 験

(八 戸市 ､ 市 川地 先 の ホ ツキガ イ漁場 に おけ る不漁原 因 の調 査 )

伊藤 進 ･川村 要

は じ め に

八戸市､市川地先のホッキガイ漁場は､最近ではこの地方で最もよい漁場となっている｡しかるVC､

同地先vcは 2- 3年前から三菱製紙の廃水が流入する様に在り､昨年春頃からは第2工業港の汝凍泥水

の流入も加わD､きらに八戸精錬の廃水もまた第･2工業港を通じて拡散してくる恐れ も出て来たo

この様を状況のもとで､昭和44年 12月中旬よりホッキガイの採輔が開始されたところ､例年vcく

らべてホッキガイの漁獲が著しく少なく､且つ獲れるホッキガイの肉vC異臭があるとの事で問題がクロ

ーズアップして来た｡地元の漁業者は､今期のホッキガイの不漁の原因がこれ等の廃水の影響によるも

のではないかとの強い疑いをもっており､ その実態調査を依頼して来たQ

そこで漁政課と相談の上､取敢えずその実態を明らかにする為vc､ホツキガイの生理生態と試験操業

を当センターtKおいて､また環境条件の調査を県水産試験場で担当実施する事vcなった｡

調査を進めるvc当 り､種々お世話vcなった八戸市水産課､八戸漁連､八戸市漁臥 白銀漁協の各位に
深甚の謝意を表する｡

調 査 方 法

1.聞 取 調 査

時 :昭和45年1

月15-ノ16

日

調査事項 :八戸市および

白銀漁協のホッキガイ漁業

者より､ホッキガイの漁獲

状況その他を聞取った｡ま

た第 1図に示したそれぞれ

の排水口より廃水を採取し

て持帰った｡

第1図 調 査 地 点2. ホッキガイ稚貝VC対す

る廃水の影響試験持帰った各廃水を20%および50% の割合で海水に混合し､ この中に昭和 44

年春に人工採苗 したホッキガイ稚月 (殻長 13- 19御)を収容し､ 16- 18℃の室内VCl週間放置して､毎日生死

を観察した



3･ ホブキガイの試験操業 と漁獲物の測定

時 :昭和45年 1月27-29日

調査地点 :21地点 (第 1図参照)

調査事項 :開口1･5m､歯の間隔11cml網目5･5mのホッキマンガを使用し､各地点とも10分

ずつ曳網し､採捕されたホッキガイの個体数､障害輪数､穀長､殻付重量､肉重量を測

定 した｡

4. 潜水vcよる堆積物の調査

時 :昭和45年 3月12日

調査地点 :4地点 (第1図参照)

調査事項 '･潜水夫VC依頼し､長さ70cm､内径 5mの透明ビニール硬管を底士VC突差し､ゴム栓を

施して取上げ､堆積物の状況を観察した也

調 査 結 果

1.聞取調査結果

聴取された要点は下記のとおりであった｡

(i) 1日1隻当 りのホブキガイの漁獲高は､昨年 12月頃vCは約20箱 (1箱は約 20kg)程度であ

ったが､今期は 2-3箱程度vc過ぎをい｡操業隻数も昨年度の約25隻VC比べ､今期は10隻程度

となっているo

(ii) 死んだホッキガイの殻はホッキマンガvc入って采をい｡

(iii)獲れたホッキガイの肉には異臭があって､販売の際vc嫌われている0

M 底が泥深 くなった為か､ホツキマンガを曳 く際にマンガが重 くなって曳きにくくなった｡

(V)この様を状況は､主として三菱製紙および埋立地の排水口を中心vC押出し約 1Km､横巾約 2Kmの
水域vCおいて特に顕著に見られる｡

2. ホッキガイ稚貝vc対する廃水の影響試験結果

第 1表 ホッキガイ稚 且vc対する廃水の影響

第 1回試験

種 類 採水年月日 稀 釈 率 比 重 PH ホブキガ
イの状態実験開始時

1週 間 後八 戸 精 錬 廃 水 昭45.1.16 (廃水) (海水)20% 80% 24.8 8.2

5 異状なし 異状をし三 菱 製 紙 廃 水 〟 20

80 21.7 7.50 〟 〟埋 立 地 排 水 昭45.1

.15 20 80 25.2 8.00 〟 〟対 照 (1) ■■■一- 0 100 25.0 8.40 〟 ′

′対 照 (2) - (lA27ok) 80 21.5 8.00
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第 2回試験

種 類 採水年月日 稀 釈 率 比 重 PH ホブキガ
イの状態実験開始時

1週 間 後八 戸 精 錬 廃 水 昭 45.2.10 (廃水) (海水)50% 50% 24.6 8.2

2 異状をし 異状をし三 菱 製 紙 廃 水 〟 50

50 15.0 7. 25 〟 〟埋 立 地 排 水 〟 50 50 25.1 7.95 〟 〟

対 照 (1) 一■- 0 100 25.0 8.40 〟 〟対 照 (2) - (lA57ok) 50 12.8 8.00 〟 1個

4日目にへいー僻 し水温 :16- 18℃､通気を行な う｡ホツキガイ各 5個休使用結果

は第 1表に示した様に､何れの場合vcも､稚貝は 1週間に亘 って全くへい死するものは認められ浸か った｡ この結果か ら考えて何れの廃水もホッキガイV

C対して､それ程著しい悪影響を及ぼさをいものと推定された｡3.環境条件の調査結果水試で担当された底質をどの調査結果は水試からの報告vcまっものとして､潜水vcよる

堆積物の調査をらびVCその他気付いた

点をあげると次のようVC在る｡(i)水深の
変化今回の試験操業の際に測深 した

結果と､八戸港務所発行の1/ 1 0,0

00の八戸港平面図とを比較 した 結

果は第2図のようVC在った｡今回は間

縄vcよる測定であった為にその精度は

必ず しも充分とは言えをいが､図vc

みられるようVC埋立地排水口地先 よ
り五戸川河口付近に至

る押出し500- 600m以内の

沿岸では､可成 り浅化した もののよう

VC思われる｡(ii) ホッキマンガ曳

網時の抵抗今回の試験操業の際に､ホ

ッキマンガを曳 く際の抵抗をワイヤー

の張 り具合vCよって観察 したところ､第3図の

ようを結果が得られた｡ これで見られ
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水 深 の 変 化 一ti針い非卓●⑳@jiiiiil第 3回 ホ17キマンガにかかる

抵抗るようVC､三菱製紙の沖合 300- 800m付近で払 マンガを曳 くのVC大きを力を必要
とする事が認められた｡ このことが､三菱製紙をいLは埋立地からの



のであるか､元来そうであるのかは解らないが､ この場所ではホッキガイの採捕能率が悪い事は事

実であろう｡

(i'li)潜水vCよる堆積物の調査結果

4調査地点とも､海底地盤下約60mの堆積砂が採集出来た｡地点イのものは他の地点のものVC

比べて幾分砂の粒子が細い様ではあったが､何れも- ドロ状の堆積物は全く含まれてい浸かった｡

同じ地点のものVCついてみると､表層から約60m下の層まで殆ん ど同質の砂からなってお り､層
状構造は全くみられ夜かった｡

4. ホブキガイの試験操業結果

ホブキマンガ100n㌔曳網当 りのホッキガイの採捕数をらびに重量は第2表､第 3表に示した通 り

であった｡

第 2表 100〝㌔当 りのホッキガイ採捕個体数

水域 調 査 地 点 0年 見 1年 見 2 年 見 3 年 見 4年月< コ

ワ レ′ 合 計局潤川前 1 0 2

14 6 2 18 422 0 10 26 26 6

0 683 12 0
0 0 0 0 124 6

2 0 0 0 0 821 0 0 p18 58 4 0 80

一■■■■■ 9 0 2 6 2

2 2 6 58.10 0

0 54 26 6 2 68ll 0 18 48 82 4 0 1

52菱 12 0 2 10 16

0 12 40輿鶴●哩

立 5 0 0 4 2 0

0 66 10 16 20 58

6 2 927 56 0 18 56 10 0 100

8 10 0 0 0 2 2

14也 17 0 4 4 14

2 4 28前 18 12 14 102 86 4 2

220･19 2 0 58 78 8 1

2 15820 0 0 0 0 0 0 0五
16
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第 3表 100†㌦当 りのホブキガイ採捕重量 単位 :g

水域 調 査 地 点 0 年 見 1年 見 2 年 且 3 年 見 4年月< コ

ワ レ′ 合 計局淵川前 1 0 52 556 46

8 557 - 1,5752 0 85 645 2.085 790 0

5.6053 12 0 0

0 0 0 124 6 10 0 0
0 0 1621 0 0 626 4

.160 514 0 5,5009 0 9 lad

1.599 260 - 2,05210 0 0 1,224 2.157 654 一■一■■ 4.0

15ll 0 202 2.540 5.560

514 0 8,816秦 12 0 8 459 1

.257 0 - 1I704製紙●壁 5 0

0 160 208 0 0 568

6 12 512 980 5.249 800 一■■-
5,5557 55 0 618 2.6d2 1,228

0 4.565立 8 12 0 0 0 568 一一■
■- 580也 17 0 64 166 1.407 508 一一■- 1,945

前 18 40 204 5.d50 7,551

524 - 15.96919 4 0 647 5,70

2 698 ■･.■■■■一 7,05120 0

0 0 0 0 0 0五 16 0 0 459 4.005 5
00 ■ー- 4.764戸 13 10 22 200 0

1.052 - 1.284川前
14 0 0 1.706 5.276 280 一■- 5,262

15 0 80 184 720 5.159

0 4,145合 計 151 1.028 16,964 45,026 ll.786

- 75,955組 成 (珍) 0.2 1.4

22.5 60.6 15.5 - 100.0GB

コワレた貝については計算か ら除外 した.(i) ホッキガイ採

補数の変遷田村他 (1965'. 66)が昭和 40年

お よび41年に調査した結果､長峰 (未発表)が昭

和 43年に調査した結果と､今回の調査結果を比較 した

のが第4回である｡図vcみ られるようVC､ この地先VCおける昭和



調査結果と､今回の調査結果を比較すると第 5図

のようになる｡図に見られる様vc､県漁業調整規

則で定められている制限殻長 7mをとってみれば､

それ以上の大きさの周り混獲率は1過去と今期におい

て著 しい差異が認められない｡しかし後述する様

に､ 7cm程度のホッキガイの肉重量は約20グ程

度VCLか過ぎず､商品価値は少ない｡この様VC考

えて来ると､過去vcは殻長 9- 10cmを超えるよ

うをホ･7キガイが可成 り混っていたが､今回の調

査vcかいては この様を大型月が殆んど採捕出来浸

かった｡

(iii) ホツキガイの採捕重量

第 6図は､今回の調査において100n㌔当 りに

採捕されたホツキガイの重量を示したものである｡

全ホツキガイの採捕重量は最高 14.0kg/100

PyCとなったが､3年見以上のもの (3年貝になっ

て始めて約半数のものが7mを超える)vTLついて

みれば8.1kg/ 100r'PVCさが り､さらvc4年貝

以上 (平均殻長約 8m)のものVCついてみれば僅

かvCl.2kg/ 100dと著しく少をくなっている

ことが解る｡

抽 水域別､年令別のホッキガイの特性vcついて

廃水の影響が起 り得ると思われる水域として三

菱製紙～埋立地前 (調査地点 9- 20)､その南

側で直接の影響がなさそうを水域として馬淵川前

1 2 3 4 5 一7 書1 /O I/ /1

0 1 23◆Si

T8 1 JO 巴EJJ /1(Lk)1 2 3 +

5 占 7 8 9 IO Il /2¢～)1 2, 3 十 S i 7 8 1 10 Jr /2(～)

敗 長第5図 ホブキガイの穀長組成の変遷

■ 一㌔-幸 二⊥､･奉

=三第 6図 100m当 りホッキガイ採捕重量(調査地点 1- 4および21)､またその北側で同

様vc直接の影響がをさそう夜水域として五戸川前 (調査地点13-16)の3つのグループvC別け､年令別vCホッキガイの

特性を比較してみると第7図の様vcなった｡平均殻長tjCついてみれば図の上段のように売り､馬

淵川前のものが幾分大きく､北vC進むVC従って成長が悪い傾向があった｡平均重要につ小では

図の中段に示したが～この場合にも北程成長が悪い ようであった○平均肉重量については図中段のと

おDであD､明瞭夜水域差が認められ夜かった○平均肉重量/重量比については図の下段vC示した様vC､不明瞭ではあるが三菱製紙～埋立地前

でむしろ最も高い値を示すものの様であった｡以上の結果は測定個体数も必ずしも充分で夜く､

曾たその差異も微少である為vc明瞭を欠く点 も少なくをいが､少なくとも三菱製紙～埋立地前のホ･

7キガイが､廃水の影響vcよって成長不良または身入り不良と在っている様をことは無い事を物語っている〇
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(∨)刺 身ホッキガイの臭気vcついて

肉重量を測定するに当って､肉vc異臭がつい

ているか否かVCついても確かd)て見た｡_その結

果は人によって差異があったが､一般に三菱製

紙前のホッキガイVCはパルプ廃水様の徴臭を感

ずるとする人が多かった｡

(vi)そ の 他

三菱製紙～埋立地前の水域においても､最近

異常-い死したと思われるホブキガイの死穀は

全く獲れ浸かった｡

考 察

以上述べた様に､三菱製紙廃水､埋立地廃水およ

び八戸精錬廃水が地先のホヅキガイの生育に著 しい

悪影響を及ぼした証拠は見出し得をかった｡

今期のホッキガイ漁が若し不漁であったとすれば､
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第 7図 水域別､年令別のホッキガイの特性その原因は主として大型月が少をくなっていた事vcよる

ものと考えられる｡大型且が少をくそっていた原因については､今回程度の調査ではをお不明を点が多く､更

に充分な調査を実施する事が必要であろう｡夜お諸廃水はホッキガイの生育､引いては資源量には

特に著 しい悪影響を及ぼさをいものと推定されるが､三菱製紙廃水はホッキガイの肉vc異臭を与え商品

価値を下落させる恐れがあるので､この点を中心として更にその影響




